ポイント１　金融の自由化
重要度　低
ポイント
生命保険市場をとりまく環境は、金融の自由化やお客さまニーズの多様化などにより大きく変化しています。この変化に対応するために、「変額保険」や「変額個人年金保険」が発売されています。
「金融の自由化」には、金利の自由化に関するものと業務の多様化に関するものがあります。

金融の自由化
[bookmark: _GoBack]経済環境の変化により、お客様が金融に対して求めるものが変化しますが、その変化に対応するために従来の規制を緩めて金融の活動範囲を広げる必要がでてきます。これが金融の自由化です。
金利の自由化
国債の大量発行や金融の国際化により、公社債市場や海外市場といった自由金利市場が拡大しました。この結果、資金はより高い金利を求めて、政策的に低く抑えられていた銀行預金などの規制金利市場から自由金利市場へ流れるという傾向が強くなりました。
業務の多様化
以前は分業主義で銀行・証券・信託・生保・損保などと区分されていましたが、銀行などによる公共債の売買や証券会社による預金類似商品の取り扱いなどお互いの業務に乗り入れる傾向が拡大しました。

